
当財団の令和 2年度の事業計画案を以下の通り提案いたします。精査のうえ承認を求めま

す。

Ⅰ 基本方針

当財団は、平成28年7月25日、一般財団法人として設立し、公益目的各事業等を着実に行

ってまいりました。この実績を踏まえて、平成30年7月26日、北海道知事より法人第1280号

指令で公益財団法人として認定されました。

当法人は公益財団法人の目的を定款第3条において、「特別支援学校のスポーツ振興に関

する事業を行い、障害のある児童生徒の健全な 発達に寄与することを目的とする」として、

その事業内容は定款第4条で「（1）フットサル等スポーツ活動の普及 （2）フットサル等競

技会等の開催・助成 （3）フットサル等スポーツ活動の調査・研究 （4）その他、この法人

の目的を達成するために必要な事業」と示しました。

このことを踏まえ、令和2年度は、以下に示す事業計画に基づき事業の推進に努めてまい

ります。

1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及

1-1 スポーツ用品の寄贈

1-2 フットサル指導員の派遣

2 定款第 4条 2のフットサル等競技会の開催・助成

1-1 「2020 第 4 回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会」の開催

3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定

3-2 研究成果報告会の開催

令和 2年度事業計画



Ⅱ 事業計画

当法人事業の対象とする北海道特別支援学校 72 校(表１)



1 定款第4条1のフットサル等スポーツ活動の普及

1-1 スポーツ用品の寄贈 予算80万円



令和元年度の本事業は、26校558,630円でした。

令和2年度は、東京オリンピック・パラリンピックの推進によるスポーツ活動の活発化が

予想されるので、令和元年度実績に+10校分の希望を見込み、80万円を予算化したい。

また令和2年度の寄贈内容も、前年度同様、図1のフットサルボール及び簡易室内ゴール、

ボッチャ用具、ティーボール用具、フロアーカーリング用サポートスティック、柔軟性コー

ナーポスト、水泳用フロートクッションとし、寄贈メニューは、9カテゴリー(表2)で実施し

いたします。

図1 令和2年度スポーツ活動用品寄贈内容

表2 寄贈メニューのリスト



また、各スポーツ用品の価格割引率は、表3のとおりである。割引率の低い用具は、障が

いの種類等に応じた特殊スポーツ用具です。

表3 価格値引一覧表

1-2 フットサル指導員の派遣 予算40万円



令和元年度は、9校に派遣しました。旅費として188,190円、諸謝金として129,000円、源

泉徴収として14,667円、計331,857円を支出しました。令和元年度は、当初、社会福祉法人

明日佳職員吉田順省氏を派遣していましたが、当該吉田氏の異動に伴い、年度途中でエスポ

ラーダ北海道監督小野寺隆彦氏の派遣となりました。

令和2年度は、特別支援学校の要望に応じて、Fリーグ所属のエスポラーダ北海道選手OB

等のチーム関係者を派遣調整したいと考えております。

派遣に係る費用は、交通費として距離1キロメートル当たり30円、謝金として泊を伴う場

合は1日1万円、札幌近郊は1日3000円として、謝金の源泉所得税は外税を基準としたい。

2 定款第 4 条 2 のフットサル等競技会の開催・助成

1-1 2020 第 4 回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の開催 予算 370 万円

令和元年度の大会参加校数は、カテゴリーⅠ(中等部・高等部併置校)4校、カテゴリーⅡ(高

等部単置校)23校、27校(含む、台北市立啓聴学校)、参加生徒数190名、引率者数86名、合計

276名であった。宿泊者は、前泊者156名、後泊者69名、後後泊(台北市立啓聴学校)12名、合

計237名でした。

令和2年度は、7月31日(金)、江別市の協力を得て、道立野幌運動公園体育館で開催します。

第4回大会は、令和2年2月現在で、台北市立啓聴学校に加えて台北市立啓智学校の参加希

望が台北駐日経済文化代表処教育部黄部長より連絡が来ていることと、令和元年度に出場し

なかった道内外の特別支援学校からの非公式な問合せがあるなど、学校数30校、生徒数220

名、引率者数90名、合計310名の参加を見込んでいます。

令和2年度の大会予算は、令和元年度の支出経費を踏まえ、次のとおりです。

なお、各学校の移動助成及び参加者の宿泊費の増額は、遠距離学校の増加による前後泊の

必要見込みのためです。また、弁当等の食糧費については、弁当の仕入れを野幌運動公園付

属レストランのスポーツ仕様弁当を予定していることからです。

表4 令和元年度支出と令和2年度予算概算

区 分 令和元年度支出 令和2年度予算

各学校の移動助成費 673,445円 800,000円

参加者の宿泊費 1,503,164円 1,800,000円

運営役員、審判等の謝金 365,295円 400,000円

優勝カップ等の表彰費 124,836円 150,000円

弁当等の食糧費 272,154円 370,000円

大会パンフレットの印刷費 97,470円 100,000円

大会参加・運営者の保険料 26,920円 30,000円

消耗品・雑費 34,759円 50,000円

※新千歳空港及び札幌バスターミナル(札幌駅)、高速野幌バス停からのバス輸送について

札幌市内「札幌市保養センター駒岡」への宿泊校については、新千歳空港と宿舎間の移動



及び真駒内地下鉄駅と宿舎間の移動は、保養センター所有のバスの移動を基本とし、宿泊料

金に含む内容として依頼します。都市間バスで札幌バスターミナルまで移動する学校は、都

市間バス代金と地下鉄札幌駅から真駒内駅までの代金を負担助成します。

また、江別市内「野幌運動公園合宿所」への宿泊校については、札幌バスターミナルまで

の移動後の札幌駅から野幌駅までのJR代金を助成負担し、野幌駅と合宿所間の移動は江別市

のバスを予定します。同様に、高速道路野幌バス停を利用する場合のバス停留所から合宿所

までの輸送バスも江別市のバスを予定しています。

3 定款第4条3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定 予算100万円

令和元年度は、表5に掲げた6校に対して、1校10万円の研究助成を行い、400部の実践研究

報告書を9,999円印刷し、その実行額は699,999円である。

令和2年度は、東京オリンピック・パラリンピックによる障がい者スポーツの特別支援学

校での工夫・充実の動きがみられることから、助成対象校を9校に拡大して、1校10万円の実

践研究の活発化を促したい。印刷物は、10万円を予定し、総額100万円を予算化したい。

表5 令和元年度の実践研究対象校及び研究テーマ

学 校 名 研 究 テ ー マ

北海道札幌高等養護学校 肢体不自由用ボッチャ支援器具の開発

北海道紋別高等養護学校 特別支援学校における男子新体操の指導～体験したことのない
動きへの挑戦とボディイメージの向上～

北海道札幌あいの里高等支援学校 サッカー部の活動を通した人間形成～自主性、協調性を育てる
部活動～

北海道中札内高等養護学校
幕別分校

スポーツをとおした地域参加を目指して ～部活動から生涯ス
ポーツへ～

北海道八雲養護学校 神経筋疾患の児童生徒における主体的な授業の取組～eスポーツ
の実践を通して～

北海道拓北養護学校 遠隔システムを活用した北海道肢体不自由養護学校体育大会の
試み

3-2 研究成果報告会の開催 予算50万円

令和元年度の成果報告会は、昨年度同様、北海道教育委員会後援により北海道立特別支援

教育センターで開催を予定したが、新型コロナウィルスの市中感染の拡大防止対策として、

北海道教育委員会とも相談の結果、中止しました。

令和2年度は、実践研究指定校を9校とし、その実践研究成果報告会を令和元年度の計画と

同様に引き続いて、道立特別支援教育センターの協力を得て実施します。

報告会参加者は、実践研究を各校に生かしてもらうために、参加者数を30名として50万円

を予算化いたします。



令和2の収支予算案は以下の通りです。精査の上、承認を求めます。

令和 2年度収支予算






